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「こどもまんなかリーディングバンク」への採択について 

〜地域経済の活性化と子どもたちの未来につながる持続可能な社会づくりを目指して〜 

 

 

めぶきフィナンシャルグループの常陽銀行（頭取 秋野 哲也）と足利銀行（頭取 清水 和幸）は、

こども家庭庁が実施する「令和 8 年度『こどもとともに成長する企業』構想推進事業費

補助金」の第 2 回公募に応募し、採択されましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

本補助金事業は、政府が掲げる「こどもまんなか社会※1」の実現に向けた「こどもと

ともに成長する企業構想」の一環として、地域金融機関等が「こどもまんなかリーディング

バンク」となり、社内外での幅広い取り組みを支援するものです。 

常陽銀行と足利銀行は、「こどもまんなかリーディングバンク」として、子育て支援や人的

資本経営を後押しし、企業価値の向上と地域経済の活性化の好循環を生み出すことで、

持続可能な「こどもまんなか社会」の実現を目指してまいります。 

※1 子どもや若者の視点に立ち、その最善の利益を第一に考え、健やかに成長できるよう社会全体で

支えることを目指すビジョンです。 

 

記 

 

１．「こどもとともに成長する企業」構想推進事業について              

本事業は、こども家庭庁による官民連携の取り組みであり、地域金融機関が「こども

まんなかリーディングバンク」として率先して「こどもまんなか」の考え方を取り

入れるとともに、金融・コンサルティング・地域連携の機能を活用し、地域企業などに

よるこども・子育て支援の取り組みが進むよう後押しするものです。 

※こども家庭庁ホームページ「こどもとともに成長する企業構想」参照 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.cfa.go.jp/policies/kodomo-company-growth


２．取り組み内容 

（１）常陽銀行 

経営陣のコミットメント 
当行が地域のロールモデルとして、「こどもまんなか社会」の

実現に向けた情報発信や取り組みを主導します。 

行 内 の 業 務 改 革 
地域のロールモデルとして、行内での「共働き・共育て」の

職場環境づくりを継続して推進します。 

地域企業への伴走支援 

現状把握から労働環境の整備、公的認定の取得まで、専門

機関と連携した伴走型のコンサルティングを実施し、地域

企業の取り組みを継続的に支援します。 

商品・サービスの提供 

成果連動型の専用融資商品や従業員向け福利厚生サービス

などの提供を通じて、こども・子育て支援に積極的に取り組む

地域企業を応援します。 

 

（２）足利銀行 

経営陣のコミットメント 
地域社会への情報発信を通じて「こどもまんなか社会」の普及・

拡大を図ります。 

行 内 の 業 務 改 革 
こども・子育て支援関連の制度の見直しなどを行い、従業員が

子育てと仕事の両立しやすい環境づくりを進めます。 

地域企業への伴走支援 

地方公共団体や専門機関と連携し、子育て支援や働きやすい

職場づくりに向けたコンサルティングを実施し、地域企業の

取り組みを継続的に支援します。 

商品・サービスの提供 

こども・子育て支援関連の投融資商品や関連サービスの提供を

通じて、こども・子育て支援に取り組む企業や団体を応援

します。 

 

 

以 上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（ご参考）こどもまんなかリーディングバンク発表会について 

開催日 2026 年 9月 16 日（水） 

会 場 こども家庭庁（東京都千代田区霞が関 3-2-5 霞が関ビルディング内） 

出席者 

内閣府特命担当大臣 こども政策担当 黄川田 仁志 

内閣府大臣政務官          金子 容三 

株式会社常陽銀行  取締役頭取   秋野 哲也 

株式会社足利銀行  取締役頭取   清水 和幸 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左から） 

内閣府大臣政務官          金子 容三 

株式会社常陽銀行  取締役頭取   秋野 哲也 

内閣府特命担当大臣 こども政策担当 黄川田 仁志 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（左から） 

内閣府大臣政務官          金子 容三 

株式会社足利銀行  取締役頭取   清水 和幸 

内閣府特命担当大臣 こども政策担当 黄川田 仁志 


